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概要 ＥＡ (600 字～800 字程度にまとめてください。) 

 

 植物は絶えず環境ストレスにさらされており、その中でも病原体感染は植物にとって致命的なダメージを与

えるストレス種の一つである。そのため、植物は長い進化の過程で病原体に対する抵抗性メカニズムを獲得

してきた。この反応の初期において重要な役割を担うのが、病原体の侵入を監視する抵抗性（R）タンパク質

である。R タンパク質は、感染した特定病原体の外皮タンパク質や分泌タンパク質等を感知すると、直ちに下

流にシグナルを送ることで様々な防御関連遺伝子群の誘導を引き起こす。その結果、病原体感染部周辺細

胞では積極的な細胞死を引き起こすと共に、生体内に抗菌活性を持つタンパク質群を大量に蓄積すること

で、病原体の更なる侵入・増殖・拡大や二次感染を阻止する。現在までに様々な病原体に対する特異的 R 遺

伝子や、抵抗性反応時に誘導される遺伝子群の詳細な機能解析が行われているが、R タンパク質下流に存

在する無数のシグナル伝達経路を網羅するには至っておらず、この反応において最も特徴的な現象であるプ

ログラムされた細胞死のメカニズムに関しては殆ど明らかとされていない。そこで本研究では、植物の細胞死

制御因子や病原体抵抗性反応に関与する重要因子の探索を行い、多数の細胞死制御因子や抵抗性反応に

関与する候補因子群を単離した。また、複数の重要因子に関して詳細な機能解析を行った結果、病原体感染

時に新たに合成されるスフィンゴ脂質（群）が細胞死制御及び病原体抵抗性反応に重要な役割を果たしてい

ることを発見した。さらに、病原体感染ストレスによって小胞体に蓄積する折りたたみ不十分タンパク質を修復

する機構 unfolded protein response 反応や、ミトコンドリアの機能も病原体抵抗性に重要な役割を果たすこと

を明らかとした。 
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欧文概要 ＥＺ 

 

  The defense reaction associated with localized cell death, known as the hypersensitive response 

(HR), is one of the most important defense response to limit pathogen spread.  However, details 

about the mechanism of the defense response, especially of HR-cell death are not well known. 

Therefore, in order to gain insight into the defense mechanism, I performed in planta screening
for cell death-inducing factors and/or defense response relating-factors, and identified several 

cDNAs from Nicotiana benthamiana coding for potential components.  Detailed analysis of some of 
these candidates revealed that the de novo biosynthesis of sphingolipids during pathogen infection 

is important for regulating HR-cell death and defense response.  Moreover, the unfolded protein 

response reaction in the endoplasmic reticulum and also function/malfunction of mitochondria turned 

out to be important for triggering disease resistance. 

 


